
濃縮度試験報告書一II

1．試　料　名

構　造　式

トリイソプロピルナフタレン

⊂試料盃K－140）

○
R
3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノCH3

　　　　　　　　　　　　　R＝一CH＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3

　同　　　定　　　GG－MSスペクトル（図一33参照）

　性　　　状

　　外　　観　　　無色透明液体

　　純　　度　　　98．7％

　　分配係数〔n一オクタノール／水）

　　　10gPow＝6．05〔振とう法による）

　　溶解性　　対水10ppb
　　　　　　　　　対n一ヘキサン，ベンゼン・ク・ロホルム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000pりm以上

2．　試験期筒　　　　昭：和57年1月15日～昭和57年6月12日

5　試験方法及び条件

5．1

（a）

（b）

（c）

（d）

5．2

5、2．

（a）

篶翻灘幣醐頒
T　L　m試験

試験魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　督1ヒメダカ　平均体重0．16g　塩化第二水銀検定合格魚

葺1田端健二：用水と廃水，14，1297’〕1503（1972）

溶解法（分散剤及ぴ分散法）

　分散剤

　　Tween－80

溶解法〔分散法）

　供試物質19と噛een－80109をかきまぜながら脱塩

　水を徐々に加え、全量を1乙に定容して1000ppm（ψ〕

　の分散液を調製した。

試験温度　　25士1℃

試験結果
　48時間T　L　m値：105PPm〔w／v）

　　　　　　　　　　　（図一4参照）

濃縮度試験

1　試験条件

水系環境調節装置　流水式

揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用

　試験水槽



　　　　ガラス製

　　　　容　　量　　100乙

　　　　流水量1158乙／日
　　　　　　聾2　　　　原液　　：希釈水＝4謡ア分：800記〆分

　・2　51（b）で調製した分散液を希釈して原液とした

　　　　　第1濃度区用原液　　10ppm（w／v）

　　　　　第2濃度区用原液　　1ppm〔w／v）

　　　　　第5濃度区用原液　　巳2ppm（w／v）

（b）試験魚

　　　コィ平均体重　254g
　　　　　　平均体長　　てa1㎝
　　　　　　　　　　　苦3　　　　　　平均脂質含量　　　5協

　督5　EG」Bligh　and　WJ・Dyer，Oan・」・Biochem．PhysioL，

　　　37，91了⊂1959）

（c）　外部消毒及ぴ順化

　（1）　外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク・・テトラサイクリン水溶液

　　　　で24時間薬浴を行った

　（2）　順　　化

　　　　25℃×　14日間

（d）試験温度　　 25士1℃
（e）水槽中の溶存酸素量

　　　図一50やき21＝参照

（f）

水槽濃度

設定理由

　本試験は前回試験の再試験であるため、前回と同様の

　水槽濃度（第1区50ppb，第2区5ppb〕とした。

　さらに第5濃度区を第2濃度区の1／5の濃度（1ppb）

　として設定した。

設定値　　　　　　　　　　　　　　（単位ppbψ）

「”　　　　”　”　　　■「一　一　　F一

　　マ　　　　　　　　　　キ

匝『亟区．1、

」解塾則
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1郷．準度区一一1

実測値

　供試物質はク・マトグラム上4本のピークを示した。

　これを流出順にA，B，C，Dとし、そのピーク面積より

　組成比を求めるとA：522多，B：伍6％・0：2t8多・

　D：95チであった。

　下記数値は標準の各ピークをそれぞれ表示濃度として

　扱い、その比より得られた値である。真の濃度は下記

　数値に各組成比を乗ずることにより求められる。

　覆む水槽実測濃度の加重平均値について壮表一て8参

　照。

供試物質
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表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度⊂単位ppbw／v）
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52．2　分析条件

（a）使用分析機器及ぴ条件

　　〔魚体分析用〕

　　装置ガスクロマトグラフ型一島津GO→もIA
　　　カ　ラ　ム　　　5％S　i　l　ar50P／クロモノルブW　HP

　　　　　　　　　5m×5翻rφ，ガラス製

　　カラム温度　　195℃

　　キャリアガス　　窒素

1

検　出　器　　FID

〔水分析用及び第5濃度区部位別・排泄性試験用〕

装　　　置　　ガスクロマトグラフー質量分析計

　　　　　　　型一JM8－DX500

　G　C条件

　カ　　ラ　ム　　5％　Silar　5CP／ンマライト　TPA

　　　　　　　3m×2”φ，ガラス製

　キャリアガスヘリウム

質量分析計条件

セパレ一夕温度

イオン化電圧

加速電圧
イオン源温度

測定　m／e

240℃

70eV

3KV

250℃

254

（b）　標準溶液の調製法

　　供試物質1．Ogを精評しn一ヘキサンに溶解後、全量を

　　可00認に定容して10’ppm（w／v）の標準液を調製した。

　　これをn一ヘキサンで希釈して所定濃度の標津溶液を調製

　　した。



　ω　魚　体

　　　　　　、試　験

（c）　分析試料の前処理

虐水 in一物堀…

　　　f
泳一一．肩口三遍捌

　　　　　　　　　　・脱水ろ過（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　　　。カラムクロマトグラフ法叫（全量負荷〕

　　　　　　匿樋郵

　　　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　　　篠鶏化炭素254｝・5回

　　　　　　　　　　・定容　10諺〔二硫化炭素）

　　　　　　匝垂訓

上記操作による回収率（供試物質60μ9添加）
　　ピークA　　954多
　　ピークB　　98．0チ
　　ピーク0　　9玉7多
　　ピークD　　86．9多

　皿1

　・体重，体長測定
　・細片化
←1N水酸化カリウムエタノーッレ溶液

　・加熱（100℃・90分）

・放冷　　　　　　　　’
←10勇塩化ナトリウム水溶液100認

㌘髭笥サン100ぜ｝×2回

－7

㌘欝箏化州ウム熾桝・2回

－“一一 @1

・4　カラムクロマトグラフの条件

　　　　クロマト管　　　20認φ，ガラス製

　　　　充てん剤　5多含水中性アルミナ旬g（ウェルム製）

　　　　　　　　　　　（n一ヘキサンで充てん）

　　　分画法：第1面分　n一ヘキサン　　10碗

　　　供試物質は第1画分に溶出する

　②　試験水

　　　　　　i試験別
　　　　　　　　　　　　　　　第1濃度区第2濃度区第5一濠度区

　　　　　　　　　　・採水　　　50瑠　200冠　100膨
　　　　　　　　　　←脱塩水　　　1504　　一　　　　一
　　　　　　　　　　←塩イヒナトリウム　　509　　　509　　　100g

　　　　　　　　　　t盈瑳サン50弼50磁100謡｝×2回

　　「」“一’

F扁］1・粥ン層
　　　　　　　　　　・脱水ろ過（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　　　兜定容（n一ヘキサン）25観8　　10泌　　　10認

　　　　　　　G6－MS試料

上記操作による回収率

　第1濃度区〔供試物質2・5μ9添加）

　第2濃度区（供試物質1、0μg添加）

第5濃度区〔供試物質佃μg添加）

ピークA　ピークB　ピ」：クG　ピ≒クD

892多89259巳7％9t2％

8ム8多846％869％8a6多

91．5多88．8589659a4％



4．試験結果

4・1　供試魚の状態

　　　外観観察結果　　正常

4．2　濃縮度試験の結果

　　表一2a　加重平均濃縮倍率

第1濃度区

第2濃度区

第5濃度区
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表一9b　各ピーク毎の濃縮倍率
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な卦試験結果の表示について検出限界と濃縮倍室の関係は次

の通りである。

濃　　縮　　倍　　率
ヒ㌧・ク
魚体中濃度

@（ppm） 第1濃度区 第2濃度区 第5濃度区

A α1以下 50以下 52以下 169以下

B α4以下 12．2以下 122以下 658以下検出限界

ﾌ範囲 G 巳3以下 95以下 95以下 498以下

D a8以下 22．6以下 227以下 て200以下

計算方法〔ppm）

E

　　X100　　HxI
F　　　　G

ここで　E・検出限界の濃度　A　a5ppm

F・回　収　率

G・魚　体　重

量
比

液
　
取

終
最
分

●
　
　
　
●

．
H
、
｝

B　　1．2ppm

C　　O．9ppm

D　　2．Oppm

A　95．4％

B：9aOチ

C：957多

D：86．9多

509

10弼

1

（図一5参照）

5．考　　察

水槽濃度の低下について

試験期間中、水槽濃度は各区とも設定値の5～6割程度し

か維持でき左かった。試験に先だって空水槽（魚なし）で

のランニング試験を行ったところ、原液タンクから水槽入

口までの配管中で約20多の濃度：低下が起こり、水槽中で

は約80多の水槽濃度：が維持できていることがわかった。

このことから水槽濃度の低下は、配管中での揮散と・多数

の魚〔試験開始時50尾）の共存による影響（魚体内への

取り込み、魚体・排泄物への吸着等）と考えられる。

以　上



参考データ

魚体部位別試験

第↑濃度区，第3濃度区については12週間めの試験魚を、

第2濃度区については10週間めの試験魚を5尾づつ頭部、

外皮⊂頭部を除ぐ皮、うろこ、ひれ、消化管、えら）内臓

（消化管以外の臓器）、可食部（上記の部分を除いた残部）

に大別し、各重量を測った後分析を行った。分析法は本試験

の分析法に準ずる。

1

iピrノ典

部位別試験結果

供試物質濃度〔ppm 供試物質重量比臼田 部位別重量比陶

可食部 67．7@　　（99．4）13工

36．1　　　（30．1）24．0 51．3　　　（52．0）52．6

第
　
－
　
濃
　
度
　
区

頭　部
160@　　（454）748

47．工　　　（53．7）60．3 28．2　　　（25．7）23．2

外　皮

6
5
．
0
　
　
　
（
1
4
5
）
2
2
5

10．5　　　（11．O）11．5

15．6@　　〔15．1）14．6

内　臓
1
2
4
　
　
　
（
1
3
0
）
1
3
5

6．13　　（5．35）4．57 4．73　　（7．23）9．73

一＿｝
ﾂ食部

』　5．85　　　　（5．41）　4．97

35．3　　　〔34．2）33．1 53．3　　　（51．7）5P・o

．＿一貫

謔
Q
濃
度
区

頭　部 ］．4．O
@　　（13．0）ユ2．0 38．4@　　（40．2）41．9

24．2　　　（25．3）26．3

外　皮
8．00　　（7．27）6．53

16．4@　　（16，0）15．5

i8．e　　　（18．0）17．9

内　臓 18．ア@　　（15．5）12．2 9．82@　（9．54）9．26

4．63　　（5．18）5．72

可食部 0・965（O．806）0，646 34．2@　　（34．0）33．7

55．3　　　（53．4）51．5

第
　
3
　
濃
　
度
　
区

頭　部
2・98（2．31）1．64

47．2@　　（45．8）44．4

24・7（25．7）26．6

外　皮 1．27O．836仙05）
12．1　　　（12．6）13．O

14．8　　　（15．1）i5．4

内　臓
2．03　　　（1．71）1．38 6．55　　（7．73）8．91

5．04@　（5．71）6．38

（ ）内の数字は平均値を表わす。



』彫塑．一

供試物質濃度（ppm 供試物質重量比個 部位別重量比囹

可食部
258　　　（366）474 36．7　　　（34．2）31．6 51．3　　　（52．0）52．6

第
　
－
　
濃
　
度
　
区

頭　部 603@　　（1110）1620 47．2@　　（47．3）47．4

28．2　　　（25。7）23．2

、外　皮
236　　　（517）797

10．2@　　（12．5）14．8 15．6
l・6（翻 v

内　臓
470　　　（480〉489 6．17　　（6．エ1）6．05 4．73　　（7．23）9473

可食部 19．1　　（17．ア）16．2 36．9　　　（35．6）34．3 53．3　　　（51．7）50．0

第
　
2
　
濃
　
度
　
区

頒　部
45．6　　（43．0）40．3

40．0@　　（42．4）44．8 24．2@　　（25．3）’
Q6．3

外　皮
22・1（19．7）i7．3 14．5　　　（13．8）13．1 18．O　　　（18．0）17．9

内　臓
51．6　　（41．7）31．8

8．69V．68（8・19）
4．63　　（5．18）5．72

可食部 3．22@　　（2．77）2．31 36．4@　　（34．8）33．1 55．3@　　（53．4）51．5
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頭　部
9．05　　　（7．63）6．20 45．8　　　（45．9）45．9 24．7　　　（25．7）26．6

外　皮 3．74@　　（3．24）2．74

11．3　　　（11．6）1ユ．8 14．8　　　（15．1）15．4

内　臓 6．59@　　（5．89）5．19 6．79X．22（8・01） 5．04@　（5．71）6．38

…．イラ9．

供試物質濃度〔ppm 供試物質重量比移） 部位別重量比臼窃

可食部
308　　　（396）483 36．6　　　（33．9）31．1 51．3　　　（52．O）52．6
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頭　部
720　　　（1210）1690 47．0　　　（47．6）48．2 28．2　　　（25．7）23．2

外　皮 286@　　（554）822

10．2　　　（12．5）14．8 15．6　　　（15．1）14．6

内　臓 561S96（5291
6．i3　　（6．02）5．91

4．73@　（7．23）9．73

可食部 32．2@　（27．4）22．5 36．4@　　（35．5）34．5 53．3@　　（51．7）50．0
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頭　部
80．4　　（68．4）56．4 41．2　　　（43．3）45．4 24．2　　　（25．3）26．3

外　皮
36．3　　（29．7）23．0

13．9@　　（13．3〉12．6

18．0　　　（18，0）17．9

内　臓 87．5S3．2（65・4）
8．60　　（8．08）7．56 4・63（5．・8）5．72

可食部 4．50@　　（4．24〉3．97 35．7@　　（34．2）32．6
55．3　一
@　　（53，4）・
T1．5第

3
　
濃
　
度
　
区

頭　部
13．1　　　（12．0）10．8

46．2@　　（46．1）46．0 24．7
Q6．5（25・7）1

外　皮 5．40@　（5．09）4．78 11．4@　　（11．6）11．7 14．8
P5．4（i5・1）1

内　臓 9．63X．32（9・48） 6．94@　〔8．23）9．51 5．04U．38（5・7i）『
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供試物質濃度（ppm 供試物質重量比個 部位別重量比⑤

可食部 308@　　（419）529 36．6@　　（34．0）31．3 51．3@　　（52．0）52．6
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頭　部 726@　　（1280）1840 47．3@　　（47．7）48．0 28．2@　　（25．7）23．2

外　皮
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　　　　・P0．1@　　（12．5）14．8 15．6@　　（15．1）14．6

内　臓
552@　　（544）535 6．04T．84（5・94） 4．73@　（7．23）9．73
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可食部 27．6Q0．1（23・9）

　　　　一　　　一　　　　　一

R5．7@　　（34．8）33．8 53．3@　　（51．7）50．0
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頭　部 70．6@　（61．1）51．6 41．6@　　（43．7）45．7 24．2@　　（25．3）26．3

外　皮 3ユ．6
Q1．1（26・4） 13．9

@　　（13．3）12．7

18．0　　　（18．O）17．9
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内　臓 77．8S0．0（58・9） 8．78V．7i（8・25） 4．63T．72（5・18）
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可食部 4．20R．02（3・61〉 36．5@　　（33．6）30．7 55．3@　　（53，4）51．5

第
3
　
濃
度
区

頭　部 11．4W．90（…2〉 44．2@　　（45．4）46．6 24．7@　　（25．7）26．6

外　皮 5．20S．16（4・68） 12．0P2．7（12・4）
i4．8　　　　　’
奄T．4（15・1）
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内　臓 　　9．12@　7．94（8・53） 7．19@　．（8．60）10．0 5．04U．38（5・71）
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排揖性試験

　12週間の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含ま左

　い水）による排泄性試験を行なった。（試験水槽100乙、流

　水量400弼／曲）

　12週間めの試験魚中の供試物質濃度の平均（3尾）を100と

　して、2，4，ユ0日目の試験魚中の供試物質の残留峯を示した。
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排泄性試験

12週間の試験終了後、正常水（供試物質及ぴ分散剤を含まな

　い水）による排泄性試験を行なった。（試験水槽100∠、流

　水量400磁／曲）

12週間めの試験魚中の供試物質濃度の平均（2尾）を100と

　して、　2，4，10日目の試験魚中の供試物質の残留峯を示した。

残　　留　　率 〔多）

2日目 4日目 lO日日

第　1　濃　度　区
37．1　　（53．4

U9．6

84．9　　（67．7〉

T0．5

64．7@　（64．3）
U3．8

第　3　濃　度区
1．13．5
@　（85．4
T7．3

61．0@　（62、6）
U4．1

80．4@　（47．1）
P3．7


